
  

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより ７月号（令和４年７月１日発行） 

墨田区立業平小学校 

墨田区業平 2-4-8／(03)3625-0331 

105th anniversary 

７月の 
目標 

●計画
けいかく

を立
た

てて過
す

ごそう 

●目
め

を見
み

てあいさつしよう 

〇夏
なつ

を健康
けんこう

に過
す

ごそう（保健） 

〇好
す

き嫌
きら

いしないで食
た

べましょう（給食） 

「ぬ」 

校長 伊藤 康次 

 
 先日、息子とぶらり地元(北千住)散歩をしていると、一軒の銭湯の前を通りかかりました。この銭湯は、

息子達が小さかった頃、休みの日によく訪れていたところで、つい懐かしく、しばしその豪華な宮造りの「ザ・
銭湯！」という景観を眺めていました。 

 すると、出入り口付近に 30cm 四方の木の焼き板にひらがなの「ぬ」の文字を印した看板を見つけました。
「『ぬ』って何だ？どういう意味だ？」と不思議がっていたら、その「ぬ」の看板の横に、次のような注意書き
がありました。 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
  
つまり、「わ」は、「お湯が沸いた」の意味で「営業中」のこと、逆に「ぬ」は「お湯を抜いた、すなわち、

準備中。なるほど、お風呂屋さんらしい、しゃれた看板だなと思いました。（木の板＜いた＞に書いて、「わ」
いた＜板＞、同じく、「ぬ」いた＜板＞。本当にしゃれています。）よく利用していたときには、まったく気付
かなかった看板、ぶらり街歩きをして改めて発見、だから街歩きは楽しい。 

地元、北千住は、大変銭湯が多いところで、最盛期の昭和４０年代の半ば頃には、４０軒近くあったそうで
す。江戸時代、日光街道の宿場町として栄えた歴史をもつ北千住、足立市場や千住火力発電所(お化け煙突で有
名、一度ゆっくりと調べたいと思っています。)で働く多くの人々が、一日の労働を終え、銭湯で疲れを癒やす、
そんな光景が５０年ほど前まであったのでしょう。ある銭湯の日記には、大晦日の来客が３０００人にものぼ
ったとの記録があり、銭湯と人々の暮らしがいかに密接なつながりがあったかを物語っています。 

しかし、時代の移り変わりとともに、北千住から銭湯が次々となくなっています。昨年６月をもって廃業し
た銭湯は、正面入り口に唐破風、その上に千鳥破風を乗せ、唐破風には鳳凰や大黒様の彫刻を施した見事な宮
造り建築で、銭湯文化を今に伝える貴重な建築です。しかし、近年は建物の老朽化と相まって、店主や職員の
高齢化、新型コロナウイルス感染症に伴う利用客の激減により、９０年以上続いた歴史に幕を下ろしたそうで
す。 

解体にも多額の費用がかかるため、しばらくの間、建物はそのままでしたが、今年の春から解体工事が始ま
り、現在では更地になっています（その広さに、改めてこの銭湯の規模の大きさを実感します。）。 

しかし、貴重な昭和の銭湯文化建築をなんとか保存したいという声を受け、関係団体が中心となって「クラ
ウドファンディング」に取り組み、唐破風部分を近くの寺院に移築、今年の秋には完成の予定だそうです。こ
の寺院に備え付けてある寄付者名簿には、地元だけでなく他県の方の名前もあり、改めて多くの方に大切にさ
れていた銭湯であることに気付かされました。 

 
今月の学校便りは、「北千住銭湯ガイド」のようになってしまいましたが、街歩きで何気なく見つけた１枚

の木の看板から、地元の銭湯の歴史、それを保存しようとする人々の営みに少しだけ触れることができました。 
７月２１日より、夏休みを迎えます。長期休業中だからこそ体験できること、新たな発見や驚きに出会う、

自分の大好きなことに没頭するなど…そんな素敵な夏休みを過ごしてほしいと思っています。 
 
私は、息子と久しぶりに近所の銭湯に出かけてみようと思います。 

「わ」 わいた 

「ぬ」 ぬいた 

 
木の板に「ぬ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 (金) 
健康委員会発表集会 安全指導 

租税教室（⑥） 個人面談Ⅵ ※５時間授業 

２ 日 (土) 土曜授業 

３ 日 (日)  

４ 日 (月) 

５ 日 (火) 
認知症サポーター出前授業

放課後外遊び（③④）※５時間授業（④） 

６ 日 (水) 放課後子ども教室 

７ 日 (木)  

８ 日 (金) 給食委員会発表集会

９ 日 (土)  

１０ 日 (日) ※すみだいじめ防止の日 

１１ 日 (月) 

１２ 日 (火) 
直伝！ワクワク音楽道（④２～４校時） 

※5 時間授業（②～⑥） 

１３ 日 (水) 避難訓練（カラー別一斉下校訓練） 

１４ 日 (木) 午前授業（２年３組、4 年２組は除く） 

１５ 日 (金) 
児童集会  

プラネタリウム学習投影（④３・４校時） 

１６ 日 (土)  

１７ 日 (日)  

１８ 日 (月) 海の日 

１９ 日 (火) 
放送朝会 交通安全教室（⑤６校時）  

２０ 日 (水) 給食終 

２１ 日 (木) 夏季休業日始 夏季水泳指導前期Ⅰ 

２２ 日 (金) 夏季水泳指導前期Ⅱ 

２３ 日 (土)  

２４ 日 (日)  

２５ 日 (月) 夏季水泳指導前期Ⅲ 

２６ 日 (火) 夏季水泳指導前期Ⅳ 

２７ 日 (水) 夏季水泳指導前期Ⅴ 

２８ 日 (木) 夏季水泳指導前期Ⅵ 

２９ 日 (金) 夏季水泳指導前期Ⅶ 

３０ 日 (土)  

３１ 日 (日)  

○数字は学年を表しています。 

予定は変更されることがあります。 

 

７月の行事予定 お知らせ 

○カラー別一斉下校訓練 
第２回カラー別一斉下校訓練は、大型台風接近を想定して

行います。一斉下校訓練では、自然災害等を想定し、一斉下

校が必要な際の行動の仕方を知り、より安全な下校方法を学

びます。前回同様、当日の下校先をお子様と一緒にご確認く

ださい。必要であれば、担任へご連絡ください。後日配布の

お便りをご確認ください。 

（生活指導部 小田桐） 

○夏季水泳指導 
７月２１日(木)から８月２９日(月)までの期間、前半７回、

後半３回の計１０回、夏季水泳指導を行います。感染症拡大

防止の観点から、今年度も夏季水泳指導は、学年ごとに分け

て実施します。詳しい内容や参加申込は、後日配布いたしま

すプリントをご覧ください。 

 忘れ物がないよう、持ち物には必ず記名してください。ご

家庭でも確認をお願いいたします。 

 （体育的行事委員会 町田） 

○水泳学習期間中の健康管理 
水泳は、常に命の危険と背中合わせの学習です。教員は

水泳カードに記入してある体温や体調などの必要事項だけ

でなく、お子さんの顔色やいつもと違う様子がないか確認

してから入水させます。また、プールの後は、疲れて体が

だるくなったり、冷えてお腹が痛くなったりするお子さん

が複数います。必ずしっかりと睡眠をとり、朝ごはんを食

べさせて登校させてください。 （養護教諭 山本） 

○夏休み学習相談教室 
７月２１日から子供たちが楽しみにしている夏休みが始

まります。本校では、この夏休みの間に、今まで学習した内

容の定着を図るため、夏季水泳指導期間を利用して、補充的

な個別指導を、各学級ごとに３日間行います。詳しい日程や

参加の申し込みは、後日配布しますプリントをご覧くださ

い。（なお、各学級各学年ごとに、実施日や学習時間等が異

なりますので、お間違えのないよう、ご確認ください）   

（教務部 大澤） 

○もうすぐ夏休み 
子供たちが待ちに待った夏休みがもうすぐやってきま

す。健康や安全に留意し、夏休み明けに一回り大きく成長し

た子供たちの笑顔に会えることを楽しみにしています。 

夏季休業中の生活についてまとめた「夏休みの生活」を後

日配布しますので、ご家庭でよくお読みください。 

 

９月はじめの主な行事予定 
９月１日（木） 全校朝会、午前授業（給食なし） 

  ２日（金） 給食始、避難訓練（引き渡し） 

  ５日（月） 委員会活動、夏休み作品展始 

  ７日（水） 特別支援学級手賀の丘宿泊学習始 

  ８日（木） 特別支援学級手賀の丘宿泊学習終 

  ９日（金） 学校公開Ⅱ始 セーフティ教室 

 １０日（土） 学校公開Ⅱ終 （土曜授業） 

 

くわしくは、夏休み前の学年だより等でご確認下さい。 

次号より、学校だよりは、各家庭へ紙での配付は行わず、

COCOO での配信、学校ＨＰへの掲載となります。 


